私は性格が誠実で、仕事について真面目です。私が極普通の家庭の中で成長していました。いま、父と母みないなくなって、一番目の兄が結婚していて、基隆に住んでいます。私はまた結婚していなくて、未婚の姉と一緒に生活しています。

学生生活が順調だといえます。台湾語でしゃべる家庭から、幼稚園に行ったことなく、直接に小学校に入りました。難しいときを越えた後、四年生から成績がよくなりました。高校の時期は板橋高等学校、大学が台湾大学でした。その後、日中交流協会の奨学金を取得し、日本で三年間勉強し、1993年東京大学の農業生物修士号をとりました。その前に、1991年に日本語試験1級をパスしました。
修士卒業後、母の面等のため帰国し、暫くは研究のほうの仕事をつきましたが、段々研究を人生の目標だとしたくなくなりました。友たちと相談した後、私が日本にいた頃、随分日本語に熱中でしたので、日本語を使う仕事に進んだほうが良いと覚悟しました。
まず、桃園のある水産会社の付属日本商品流通部で翻訳の仕事を担当し、ここで、翻訳のテクニックを覚え、タイピングをしながら、翻訳する技を覚えました。その後水産飼料の研究開発の仕事をしていました。

その後、台北に戻って、104人材銀行を通して、ある特許事務所に入り、入社頃は日本語アシスタントでしたが、三ヶ月仕事をこつこつやりながら、特許エンジニアに昇進されましたし、給料も六千元上げられました。この仕事で、より正確な翻訳を磨き、一つ一つの仕事に責任をとってやりながら、機械専門の特許文献も理解することができました。そして、特許審査中よく出会う問題もよく触れました。この会社で色んな翻訳の経験をつみましたし、そして、産業界のたくさんの日本語用語を覚えました。
特許事務所にいた頃、日本の書類を書くことがあって、興味を覚えました。
日本語を書く能力を磨くため、特許事務所の後、ある貿易会社に入りました。この会社で色んな貿易実務を勉強しました。肩書きがアシスタントだけと、日本の窓口をやることもありました。一つの商品の開発からオーダーが確立するまでのプロセスがよく知っています。商品のプロモーションも私の得意な分野です，日本のお客様が私の書いた提案書をそのまま活用して、自分のお客様に提出していました。この会社の窓口の人間がよく変わるので、その変動にしたがって私の職務もよく変わりましたが、返って色んな職務を経験することができました。私はどんな困難があっても、脳汁を絞って解決する性格だから、副社長のアシスタントにもなりました。一つの平凡な仕事をいかに面白くてかつ能率的にやることも私の長所です。

この会社が日本の有名な百円ショップ--「大創」と付き合うことがありました。「大創」が往来するメーカーとどのように手を組んで、どのようにメーカーを要求し、商品のオーダー、生産期、出荷の管理など、その詳しい内容は私はよく知っています。この仕事の中で、日本人の真面目な性格がよく分かりました。そして、益々日本向けのコミュニケーションが面白くてやめられませんでした。この会社に長いので、貿易は中国と付合わないといけないので、この会社も中国支社がありました。私はよくＳｋｙｐｅで中国の同僚を一緒に手を組んで、仕事を完成していました。人と仲良く仕事する勉強にもなりました。

６年前に、教会奉仕のため、会社をやめました。神学校にも行っていました。四年前に、日本語の勉強に専念し、2012年12月2日にJLPTのN1日本語テストに参加し、2013年に合格のお知らせが来ました。
その後、二番目の兄の面等を見ることになりました。二番目の兄には薬を飲むことはよく忘れたので、私はきちんと見張らないといけないので、すごく苦労しました。三年前の8月8日に兄が心筋梗塞で夜中でこの世を去りました。
最近日本で仕事している従姉妹が会社の文献を私に翻訳させた。彼女の上司があらゆる文献の翻訳結果を評価したと、私の翻訳したのが一番よくできていると言いました。さすが日本人でもこんなによくできているとは思えないぐらいですと彼女の上司が言った。これが私には大いに励ましになります。
ついでにこの何年間の生活を説明します。普段は料理をして、姉と一緒に食事をしていながら、いろんな本を読みました。特に李家同教授の作品が好きです。彼の紹介する４０冊の本の中に２８冊も読みました。台湾大學の張文亮教授の作品も好きで、沢山読んででいました。去年の１２月４日にJLPTの日本語能力試験を参加しました。そのため、遠藤周作、夏目漱石および三浦綾子の原文作品をたくさん読みました。いつも無我夢中でした。最近も日本に遊びに行ってきました。幸いに私の日本語のコミュニケーションは大丈夫でした。安心しました。

今年のJLPTのN1級に合格しました。しかも文法、読解両方ともAの成績を取れました。（総得点128/180）。
今、中華基督教救助協会の兼任訳者を務めております。毎日、ネットで日本語聖書を聞き取ったり、読んだりしています。よりよい日本語能力を身につけようと思います。将来よい日本語訳者になって、李家同教授及び張文亮教授の作品を日本人に紹介できればいいと思います。
